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日 時 令和4年11月24日（木）18時30分～19時00分 

会 場 北広島市役所5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀬委員、小林委員、亀岡委員、吉田委員、西澤委員、東口委員、

油㘴委員、髙嶋委員 

欠席委員 菊地委員 

市出席者 尾崎子育て支援部長、冨田子ども家庭課長、永坂子育て・学童担当参事、大

西子ども家庭課主査、記内子ども家庭課主査、畠山子ども家庭課主査、石岡

子ども家庭課主事 

 

1.開 会 

 

○「委員の過半数が出席していることから、審議会が成立していること」を確認した。 

 

2.会長挨拶 

 

3.議事 

（1）教育・保育定員の調整について 

＜事務局より説明＞ 

 

○Ａ委員     年齢定員別で3号定員1・2歳児が15名の不足が見込まれる状況であるとい

うこと、また、来年度ニーズ調査予定ということについての市としての見解、

お考えについてご説明いただきたい。 

●事務局     現行プランの数字と比較して余剰が生じている部分について、現在待機を

出していない状況ではあるが、現行プランにはボールパークや駅西口再開発

の影響は含めておらず、今後新たな子育て世帯の転入が予見される。最新の

推計値と比較しながら、供給過多や余剰が生じないような形で調整をしてい

きたいと考えている。 

●事務局     加えて、現行プランに含めていないものとして、現段階で1号認定でかつ

新2号認定を受けている保育の需要がある。今の2号定員のほうで特例措置に

よる過剰人員が出てるところであるが、現段階で、幼稚園に通っていて、預

かり保育を利用している方が相当数いる。その方々が、今回提示された保育、

幼稚園にも相当数いるが、認定こども園になることによって新2号から通常

の2号認定に移行することが見込まれているため、定員の組み換えという形

で全体としては、中に収まると考えている。 

 

○Ｂ委員     報道等によると西口にも保育施設ができることを言われているが、今24

名不足しているということも踏まえると、十分足りている気がするが、市で

はどのように考えているか。 

●事務局     現在市立の保育園において、定員まで受入れられていない状況が続いてい

る。主に保育士不足の部分もあるが、施設等のこともあり、現在設定してい

る定員までお子さんを受入れ切れていないという状態であることから、今後、
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適切に見直しをしていかなければならないと考えている。一方、1歳2歳の受

け入れがまだ不足している状況にあるため、その定員の供給の方策と今回の

公立保育園の余剰部分等、振替をし、今後の保育の施設整備について検討し

ていく。 

 

4.その他 

（1）改正児童福祉法について 

＜事務局より説明＞ 

 

○Ｃ委員     子育て世帯訪問支援事業で、どのような方法でどのような方が関わるかと

いうところと、支援を要するヤングケアラーも含まれているため、民生委員

も見守る体制が必要になるのか確認をお願いしたい。 

●事務局     子育て世帯訪問支援事業については、現在ひとり親家庭を対象にした、訪

問支援事業を行っている。今のところの想定としては、同様のヘルパー事業

所などにお願いして行うことになると考えている。しかし、見守りの体制を

強化する目的もあるため、見守りの必要な対象者については、要保護児童対

策地域協議会などと連携して行うことになるため、民生児童委員にもご協力

をお願いして、対象者を決めていく形になる。 

 

○Ｄ委員     対象者がひとり親家庭になっており、ひとり親家庭になりきっていない家

庭や離婚調停中の方なども対象にはならないか。 

●事務局     現行で、ひとり親を対象にホームヘルプサービスを実施している。同じよ

うなサービスを今後要保護要支援の児童のいる家庭に実施するというもの

が、今回想定しているところであるため、養育に不具合のあるような家庭に

対して必要な支援を行うことによって、家庭の立て直しを図ってもらうこと

を想定している。 

 

（2）学童クラブ等運営業務の委託化について 

＜事務局より説明＞ 

 

5.閉会 

 


